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Ⅰ はじめに 

   平 成１４年６月 に，文 部 科 学 省 より出 された「情 報 教 育 の実 践と学 校 の情 報 化 」の第２章 におい

て「初等中等教育における情報教育の考え方」が示された。 

情 報 教 育 は，「情 報 活 用 の実 践 力 」「情 報 の科 学 的 な理 解 」「情 報 社 会 に参 画 する態 度 」の３

つの要素から構成される情報活用能力をバランスよく育成することを目標としている。 

① 情報活用の実践力 

課 題 や目 的 に応 じて，情 報 手 段 を適 切 に活 用 することを含 めて，必 要 な情 報 を主 体 的 に収

集・判断・表現・処理・創造し受け手の状況などを踏まえて発信・伝達できる能力 

  ② 情報の科学的な理解 

     情 報 活 用 の基 礎 となる情 報 手 段 の特 性 の理 解 と，情 報 を適 切 に扱 ったり，自 らの情 報 活 用

を評価・改善するための基礎的な理論や方法の理解 

  ③ 情報社会に参画する態度 

     社 会 生 活 の中 で情 報 や情 報 技 術 が果 たしている役 割 や及 ぼしている影 響 を理 解 し，情 報

モラルの必 要 性 や情 報 に対 する責 任 について考 え，望 ましい情 報 社 会 の創 造 に参 画 しようと

する態度 

   「以 上 の３つの観 点 は独 立 したものではない。総 合 することによってはじめて子 どもの情 報 活 用

能 力 を高 めることができる。すべての教 員 がそれぞれ担 当 するさまざまな教 育 活 動 の中 で，３つの

観 点 を意 識 し，３つの観 点をバランスよく身 に付 けさせるように指 導することが求 められている」と述

べられている。 

  

Ⅱ 研究の目的 

平 成 １４年 度 より新 学 習 指 導 要 領 が本 格 実 施 となり，小 中 学 校 段 階 において，各 教 科 や総 合

的 な学 習 の時 間 で，様 々な情 報 教 育 の取 り組 みが行 われるようになった。しかし，バランスの取 れ

た情報活用 能力の育成 という点において，現在 行われている実践は，構造的に以 下の２つにバラ

ンス上の問題をかかえていると考えられる。 

（１） ３つの要素のアンバランス 

「情報活用の実践力」を目標とした情報教育実践は多数行われているが，「情報の科学的な理

解」と「情報社会に参画する態度」の授業実践は数少ない。 

（２） 指導内容のアンバランス 

「情 報 の科 学 的 な理 解 」と「情 報 社 会 に参 画 する態 度 」の指 導 内 容 に以 下 のような偏 りが見 ら

れる。 

① 「情報の科学的な理解」は，コンピュータの仕組みや操作の実践に指導内容が偏っている。 

② 「情報社会に参画する態度」は，情報社会の影に対する実践が主流を占めている。 

①については，単なるコンピュータの仕組みの学 習を越えて，「情報を適 切に扱う能 力」や「自ら

の情 報 活 用 を評 価 ・改 善 する能 力 」を身 に付 けさせることが求 められている。しかし，「情 報 そのも

のについての理解」を促すような指導，例えば，情報には意図的に加工された情報も含まれている

可能 性があることに気付 かせたり，情 報がどのような過程を経 て収集・処 理・加工・伝 達されている

のかを分 かりやすく伝 えたりするような指 導が不 足 している。このような理 解を重 ね併 せてこそ，「情

報を適切に扱う能力」や「自らの情報活用を評価・改善する能力」が育成できる。 

   ②については，「望 ましい情 報 社 会 の創 造 」の実 現 のためには，「情 報 社 会 の影 」を扱 う実 践 は
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大 切 である。しかし，情 報 社 会 の影 から身 を守 るだけでなく，例 えば，自 ら情 報 を見 極 め判 断 する

力 や，自 らが責 任 を持 った発 信 をしていく力 を養 い，積 極 的 に情 報 社 会 に参 画 しようとする創 造

的な態度を養うことが急務である。 

そこで私 たちは，バランスのとれた情 報 活 用 能 力 を育 成 するために，「情 報 の科 学 的 な理 解 」と

「情報社 会 に参画する態度」の本 質的な意味 を反映させた望ましい授業を模 索 することとした。す

なわち，小 中 学 校 段 階 の日 常の授 業 の中で共 有できる形 として「開 発 単 元 の組み立て」に取り組

むことにした。 

本 研 究 会 は，「情 報 の科 学 的 な理 解 」「情 報 社 会 に参 画 する態 度 」の本 質 的 な意 味 を問 い直

すとともに，それらを反映させた望ましい授業を開発し，バランスの取れた情報教育の授業イメージ

を普及していくことを目的とする。 

 

Ⅲ 研究の方法 

 (1) 授業開発コンセプト 

 日常の授業の中で実践できる形としては，次の点が必要であると考えた。 

○教師がいつでも利用可能な良質でコンパクトな実践例が多数用意されていること。 

○教材の指導意図が明示されていること。（その授業でどんな知識が身に付くか，身

に付いた知識がどんな態度の育成につながっていくか等の指導意図） 

○用意された多数の実践が領域と発達段階によってカテゴライズされ，子どもの実態

に応じて選択できるようになっていること。 

○実践を通し，発達段階・発問・資料・学習形態の適切性が検討されていること。  

○教師が授業場面をイメージできるような良質の画像資料・ワークシートが用意され

ていること。  

  (2) 授業開発の運営 

 授業の開発は９人体制で行った。メンバーの役割をはっきりさせることで，研究推

進の合理化と活性化を図った。（図１）  

第１層：全体の俯瞰・研究の進捗管理 指導主事（教育工学・国語）２名 

第２層：授業開発と実践 現場教員７名  

 

                           【  図１】授業開発運営図 
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（３） 授業開発の手順  
     授業開発コンセプトにのっとり，検討・実践を繰り返す以下のような手順で開発を行った。 

①  「情 報 の科 学 的 な理 解 」「情 報 社 会 に参 画 する態 度 」の２つの力 を養 うための授 業 開 発 の

方法論について議論し，方向を決める。 
② 指 導 主 事 がどのような「身 につく態 度 ・知 識 」を育 成 する単 元 が必 要 かを検 討 し，その開 発

単元一覧表と開発の point を提示する。 
③ 全員で一覧表を分析・検討した後，開発の分担を決定する。 

開発した単元を持ち寄り，検討を加え，修正する。 
④ 単元プラン・児童用ワークシート・教師用赤刷りワークシートの３つを開発する。 
⑤ 必要に応じて外部人材を活用した実践をくぐらせ，開発した授業に修正を加える。  
⑥ 実践後，資料と授業イメージを表す画像を添付する。 
⑦ 研 究 期 間 ２年 目 には，開 発 単 元 一 覧 表 を俯 瞰 し，足 りないと思 われる「身 につく態 度 ・知

識」を育成する単元を検討し，③から⑥を繰り返す。 
⑧ 開 発 した授 業 内 容 については，考 え方 と実 践 を小 冊 子 にまとめ，地 元 校 への普 及 を図 ると

ともに，web で公開する。 
（４） 開発した単元プランの評価  

学 校 現 場 で何 らかの形 で情 報 教 育 の普 及 に携 わっている方 に対 し，複 数 回 答 で自 由 記

述のアンケートを行う。開 発 単 元 が「情 報の科 学 的な理 解 」と「情 報 社 会に参 画 する態 度」の

育 成 に役 立 っているかという点 で評 価 して頂くため，開 発 単 元 そのものに関 するものと，実 際

に実 践 してみて子 どもたちの理 解 や態 度 の変 容 はどうであったかという以 下 の２点 の質 問 で

構成した。 
①については,４５名の方にこの開発単元を見て頂いた上でアンケートに答えて頂く。 
②については，１０名の方に実際にこの単元の幾つかを実践して頂いた上で，アンケートに

答えて頂く。校種は小学校・中学校。対象者は指導主事・教頭・情報教育指導員 ・研究員・

一般教員等である。 
                          【アンケート項目】  

［１］ 開発単元について 
ア 普及が進まない理由  
   現 在 ，「情 報 の科 学 的 な理 解 」や「情 報 社 会 に参 画 する態 度 」を育 成 する教 育 がなかなか

普及しない，またコンピュータの仕 組み，情報 モラルの指 導が主 流であるという指導内 容の偏 り

もみられます。これは何故だと思いますか？幾つかの観点で分類し，箇条書きにしてください。 
イ 開発単元の貢献度  
   開 発 単 元 は，アの解 決 に役 立 っているでしょうか？上 記 問 題 点 と対 応 させて，その理 由 を

書き出して下さい。 
［２］ 子どもたちの理解や態度の変容について 
  ア 理解の深まりについて 

   この開発単元を実践し，子どもたちの理解の深まりについて感じたことを記述して下さい。 
イ 態度の変容について 

  この開発単元を実践し，子どもたちの態度の変容について感じたことを記述して下さい。 
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Ⅳ 研究の成果  
（１） 開発単元の構成  

開 発 単 元 は①単 元 プラン②児 童 用 ワークシート③教 師 用 赤 刷 りワークシート④資 料 の４つ

のシートで構成した。以下に例示をする。 
① 単元プラン（発問を中心とした指導案） 

 

１ 対象学年の目安    おおよその対象学年（児童生徒の実態・既習事項によって変わる） 
２ タイトル         児童生徒への提示用  
３ サブタイトル      この単元で学ぶこと 
４ 身に付く知識・態度  この単元でねらっている身につく態度・知識  
５ 単元の価値      この知識・態度が身につくことに，どんな価値があるのか 
６ 概要           おおまかな内容。活動全体の大体がわかる。 
７ 学習活動        活動の流れ。授業をいくつかの step にわけ，□で囲んだ中には，教師の

指示・発問・説明等教師のしゃべる言葉を例示している。実践を通した発

問 の例 示 なので，初 心 者 の方 でも，この通 りにやっていただくと，かなりの

効果があげられるようになっている。 
８ 指導上の留意点   教師の発言の意図，教師の行動，学習形態等  

【小学校高学年】

新聞比べをしよう

～発信者の意図の存在～

１ 身に付く知識・態度

同じ出来事でも発信者の意図により違う内容で伝わることを理解することができる。

２ 単元の価値

発信者の意図により違う情報が伝わる可能性の理解。情報を客観的に，正確に判断

しようとする態度の素地。

３ 概 要

同じ出来事を扱った異なる新聞社の記事を読み比べたり，実際に同じ出来事につい

， 。てみんなが書いた新聞記事を比べたりすると 記事の内容に違いがあることに気付く

なぜこのようになるのか，その理由を話し合うことを通して，今後，伝えられる情報

についてどのように読み取っていくのがよいかを考えさせる内容である。

（全３時間）４ 学習活動

同じ出来事について異なる新聞記事を読み比べよう （１時間）step 1 。

発問１： ここに２つの新聞記事があります。これらは同じ出来事について書かれた「

記事です。それぞれの記事の一番伝えたいことは何でしょう （資料 ）。」 1-1
＊指導上の留意点

○一番伝えたいことは何かを考えさせることにより，受信側が受け取る情報が違うこ

とに気付かせる。

発問２： 伝わる情報にこのような違いが起こるのはなぜでしょう 」「 。

＊指導上の留意点

○「同じ出来事なのに違う記事になっている」ということを押さえ，記者の意図によ

り，伝わる情報が違うことに気付かせる。

新聞記事を作ろう。(１時間）step 2
指示１： 校内の出来事を一つ決めて，学級新聞の記事を書こう （資料 ・ ）「 。」 2-1 2-2
＊指導上の留意点

○誰もが取材できる同じ出来事を一つ選び，その出来事を伝える記事を作らせる。写

真は，写真に込められた発信者の意図に気付かせるためである。

１：対象学年の目安  ２：タイトル  

３：サブタイトル
４：身に付く知識・態度

５：単元の価値

６：概要

７：学習活動
８：発問

９：指導上の留意点



 6

② 児童用ワークシート（上図）  ③教師用赤刷りワークシート（下図） 
ワークシートの発 問は，単 元 プランの教 師 の発 問 とリンクしているので，そのまま使 うことができる。

またワークシートには児 童 用 と教 師 用 （赤 刷 り）があり，教 師 用 には，例 示 のように期 待 される子 ども

の反 応 が赤 で入 れてある。この反 応 は，実 践 を通 して得 たものであり，授 業 を行 う上 での指 針 とな

る。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

No.1 step 1新聞比べをしよう

○ここに２つの新聞記事があります。これらは同じ出来事について書かれた記事です。
それぞれの記事の一番伝えたいことは何でしょう。

年 組

名前

比べよう
Ｓ
新
聞

Ｍ
新
聞

伝わる情報にこのような違いが起こるのはなぜ？

ま
た
航
空
機
墜
落

狭

い

日

本

の

空

見

直

し

は

進

ま

ず

、

伊
豆
半
島
上
空
で

、

７
日
午
前

時

分

１１

２０

小
型
ジ
ェ
ッ
ト
と
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
が
墜
落

し
、

人
の
尊
い
命

２５

が
犠
牲
と
な
っ
た
。

日
本
の
航
空
機
事
故

は
今
年
４
件
目
で
、

過
密
な
飛
行
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
見
直
し
が

迫
ら
れ
て
い
る
。

航

空

機

と

ヘ

リ

コ

プ
タ
ー
が
衝
突

操

縦

士

と

乗

客

人
が
死
亡

２５７
日
午
前

時
１１

２０

分
に
、
伊
豆
半
島
上

空
で
○
○
航
空
の
小

型
ジ
ェ
ッ
ト
機
と
、

名
古
屋
市
◇
◇
社
所

有
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

が
接
触
し
、
伊
豆
山

中
に
墜
落
し
た
。
こ

の
事
故
で
、
乗
員
・

乗
客
含
め
て

人
の

２５

。

死
亡
が
確
認
さ
れ
た

一番
伝えたい
ことは？

○次のような内容に気付くとよい。
＜事実，被害を中心に事故について伝え

ている。＞
・７日午前１１時２０分に事故発生。
・○○航空の小型ジェットと名古屋市◇

◇社所有のヘリが接触，伊豆山中へ墜
落。乗員・乗客２５人が死亡。

○次のような内容に気付くよい。
＜事故が起こる要因，日本の航空機事故

の現状について伝えている＞
・今年に入って４件も航空機事故が起き

ている。
・過密な飛行スケジュールのため事故が

多発しているが，見直しは進まない。

同じ出来事なのに違う記事になっている」ということを押さえ，記者の意図により，伝わる○「
情報が違うことに気付かせる。

・記者が伝えたい内容・情報が異なるから。
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④ 資料  
実 際 に使 う資 料 例 や板 書 の例 ，子 どもの作 品 例 ，学 習 形 態 の例 ，資 料 提 示 方 法 の例 などを画

像で分かりやすく提示した。 
これにより，教 師 は「何 をどんなふうに準 備 すればよいか」という事 前 準 備 のイメージと，大 まかな

授業イメージをもつことができる。 
 

  

【子どもに提示した資料・板書の例】         【取材する出来事の例・子どもの作品例】 
 

  
         【学習形態の例】                    【資料提示方法の例】  
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（２） 開発単元の事例紹介 「相手のグループが見たものは何？」  
  以 下 のような，知 識 ・態 度 を身 につけさせることを目 標 とした開 発 単 元 の一 例 を紹 介 する。この単

元により，発信者の意図を探求し，見出しを含む画像を多角的・客観的に判断しようとする態度を養

うことをねらっている。  
○身につく知識･態度：同じ画像でも見出しによって読みとりが方向付けられる事に気付く

事ができる。  

ひとりぼっちふわふわした気持ち

AｸﾞﾙｰﾌﾟAｸﾞﾙｰﾌﾟ BｸﾞﾙｰﾌﾟBｸﾞﾙｰﾌﾟ

相手のグループが見たものは何？
～読みとりを方向付ける見出し～

相手のグループが見たものは何？
～読みとりを方向付ける見出し～

【小学校中学年】

 

指示１：今からそれぞれのグループに“１枚の紙”を渡しま
す。それを見て頭に浮かんだことを一つ一つ模造紙
に書き込みましょう。

指示１：今からそれぞれのグループに“１枚の紙”を渡しま
す。それを見て頭に浮かんだことを一つ一つ模造紙
に書き込みましょう。

“１枚の紙”と言うことで，画像と見出しの両方を見て頭に浮かん
だことを書くことを暗示する。

AｸﾞﾙｰﾌﾟAｸﾞﾙｰﾌﾟ BｸﾞﾙｰﾌﾟBｸﾞﾙｰﾌﾟ

ひとりぼっちふわふわした気持ち

 

① まず学 級 全 体 を２つに分 け，それぞれに上 記 の見

出 しが違 う同 じ画 像 を見 せる。  

② グループごとに，画 像 を見 て感 じたことを模 造 紙 に

書 き込 む。  

発問１：相手のグループが模造紙に書いた言葉をよく見よう。
さて，相手のグループが見たものは何だったかな。

発問１：相手のグループが模造紙に書いた言葉をよく見よう。
さて，相手のグループが見たものは何だったかな。

模造紙のとなりに，子どもたちの発表内容を板書していくと，
両者のイメージの違いをはっきりさせることができる。  

説明１：それぞれのグループが見たものは何だったかを見
せます。実は両方ともこれだったのです。

説明１：それぞれのグループが見たものは何だったかを見
せます。実は両方ともこれだったのです。

感じが違ってしまった原因は見出しであることに気付かせる
ため，見出しなしの画像を見せる。

 

③ 模 造 紙 を黒 板 に貼 り，相 手 のグループが見 たもの

は何 だったかを予 想 させる。  

④ 両 方 のグループが見 た画 像 は同 じだったことを提

示 する。  

■これから，新聞などの見出し付き画像を見るときにどんなことに気をつけたらいいかな？

・ 同じ画像でも見出しによって受ける感じが違う
ことを頭の隅に置いてみる。

・ 見出しを付けた人の考えを想像しながら見る。
・ 違う見方ができないか考えながら見る。

発問３：同じ画像でも見出しによって，こんなに感じが違
うことが分かったね。これから新聞などの見出し
付き画像を見るときにどんなことに気をつけたら
いいかな？

発問３：同じ画像でも見出しによって，こんなに感じが違
うことが分かったね。これから新聞などの見出し
付き画像を見るときにどんなことに気をつけたら
いいかな？

 

１ 発信者の意図の理解の素地
２ 多角的・客観的に判断しようとする態度の素地

単元の価値単元の価値

 
⑤ 同 じ画 像 であるのになぜこれだけ感 じたことが違 う

のか，また，これから画 像 を見 る時 どんなことに気 を

つけたいかを話 し合 わせる。  

⑥ 見 出 しにより私 たちの読 み取 りが方 向 付 けられるこ

とへの気 付 きの確 認 を行 う。  
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（３） 活用を促進する開発単元一覧  
巻末に開発単元の一覧【表１】を示す。これにより，次のことを共有することに成功した。 

① 情報の科学的理解をねらったものか，情報社会に参画する態度までをねらったもの 
かの区別。 

② どんな知識・態度のカテゴリに含まれるのか。 
③ 単元タイトル：児童生徒への提示用  
④ サブタイトル：この単元で学ぶこと 
⑤ 時数：おおよそ目安となる必要時数  
⑥ 身につく知識・態度：この単元でねらっている身につく知識・態度  
⑦ 単 元 の価 値 ：この単 元 でねらっている知 識 ・態 度 がどんな認 識 や理 解 の素 地 となっ

ていくか 
⑧ 活動区分：活動が受信系であるか発信系であるかの区別  
⑨ 対象学年：対象として適度な学年の目安  

 
  

この開発 単 元一覧 表により，児童の実態とねらいにより単元を選択することができる。また，⑥身に

つく知識・態 度と⑦単 元 の価 値を比 較することにより，複 数の単 元をどのような順 番 で行ったらよいか

ということの指針とすることができる。 
 
（４） 活用の促進  

開発した単元プランは，以下の２つの方法で普及を図ることとした。 
① 小冊子にして，地元校へ配布する。 

  

                        【配布した冊子】  
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② Web で成果を広く公開する。 
【情報の科学的な理解・情報社会に参加する態度を育成する単元プランのトップページ】 

URL http://www.hamazyouken.net/    （2004/04/30 まで）  

            URL http://www.h2.dion.ne.jp/~uemiko/ （2004/05/01 から）  

 
 

 
① 単元プランのカテゴリを表す 
② 単元プランのタイトル：ここをクリックすると授業プランを見ることができる  
③ ws（ワークシート）：ここをクリックするとワークシートを見ることができる 
④ wsr（赤刷りワークシート）：ここをクリックすると赤刷りワークシートを見ることができる  
⑤ inf（資料）：ここをクリックすると資料を見ることができる 

 
 

① 

② 

③ ④ ⑤ 
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【図２】サイト全体の構成  
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（５） 開発単元の評価  
    Ⅱ研究の方法（４）のアンケート回答結果を整理した結果を述べる。 

［１］ 開発単元について 
   ア「普 及 が進 まない理 由 」についてまとめた結 果 ，巻 末 の【表 ２】のようになった。 「情 報 の科

学的な理解 」「情報社会 に参画する態度」の実 践がなかなか普及しにくい理由，指導内容に偏

りが見られる理由を，以下の５つのカテゴリーに分けることにした。 
   A 指導者の意識の問題  
   B 実際の運用面の問題  
   C 実践事例の問題  
   D 内容面の問題  
   E 行政の問題  

    アンケートの回答は主に A に集中したが，この５つのカテゴリーそれぞれに解説を加える。  
 

① カテゴリー別分析  
A 指導者の意識の問題」について 

ア 普及が進まない理由 

実践がなかなか普及しにくい理由 として，このカテゴリーについて最も多くの指摘 がされた。

それを分析してみると「実践の必要 性を感じない」(a1)が最も多く，ついで「情報教育＝コンピ

ュータ操 作 教 育 だと思 っている」(a2)が多 くなっている。すなわち「情 報 の科 学 的 な理 解」「情

報 社 会に参 画する態 度 」そのものの必 要 性が充 分に認 知されていないこと，情 報 教 育そのも

のが偏 ったイメージでとられていることが大 きな問 題 点 として挙 げられる。また，「指 導 者 自 身

の資 質 」 (a3～a10)に関 する内 省 の声 も強 く，指 導 者 自 身 の知 識 ・体 験 ・情 報 活 用 能 力 が

充 分 に身 に付いていない，どのように実 践したらいいか分 からない・発 達 段 階 が分 からないな

どが挙げられている。 
     イ 開発単元の貢献度 

開 発 単 元 が，これらの問 題 点 の解 決 に役 立 っているかという問いに対 し，YES という回 答

を得た率は，a1，a2 の「必要性」に対しては６０．８％，a3～a10 の「指導者自身の資質」に対

しては，７２％，「A 指導者の意識の問題」全体に対しては６６．７％であった。 
「情報の科学的な理解」「情報社会 に参画する態度」そのものの必要性を認知させるという

ことは，情 報 教 育 普 及 の最 大の問 題 点であり，しかも即 効 性 のある対 応 策を講じることが１番

難しい点である。今回の開発単元一覧表では，「身に付く知識・態度」と，そのことにどんな価

値 があるのかという「単 元 の価 値 」を明 示 しておいた。その結 果 「情 報 の科 学 的 な理 解 」「情

報社 会に参 画する態 度 」の育 成の必要 性や，偏り（アンバランス）の是 正の必 要 性 を感じたと

いう記 述 が多 く見られた。これが，a1，a2 の「必 要 性 」に関 して６０．８％という結 果を得 たこと

につながったと考える。 
また，a3～a10 の「指導者の資質」に関して高く評価されていた点を３つ挙げると，「この開

発単元そのものが指導 者の知識や体験を補い，どのように実践したらいいかという授業イメー

ジをつかむことができる」「開 発 単 元 一 覧 表 によりどのような段 階 を追 って実 践 をしていったら

いいかという発 達 段 階 の見 通 しを持 つことができる」「実 践 を通 した単 元 プランであるだけに，

どのような実 践 をするとどのような表 れがあるかが分 かる」がある。これにより，実 践 に対 する不
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安や疑問に応えるために，開発単元が充分に役立っていることが分かった。 
 

B 実際の運用面の問題について 

 ア 普及が進まない理由 

「行 う時 間 枠 がない」「教 育 課 程 に位 置 付 いていない」ということが多 く指 摘 された。時 間 につい

ては，中 学 校 教 諭 からの指 摘 がほとんどであった。中 学 校 における実 践 が時 間 的 な理 由 で困 難

である点が浮き彫りにされている。 
 イ 開発単元の貢献度 

開 発 単 元 が，これらの問 題 点 の解 決 に役 立 っているかという問 いに対 し，YES という回 答 を得

た率 は４１．２％である。実 際 の現 場 で時 間 枠 を確 保 していくのはなかなか難 しいが，開 発 単 元 一

覧表で時数を明示したことにより，時間の見通しを持つことができたことが評価されていた。 
 

C 実践事例の問題」について 

ア 普及が進まない理由 

「教 材 開 発 の負 担 が大 きい」「資 料 の準 備 が大 変 」「実 践 事 例 が少 ない」ということが多 く指 摘

された。 
  イ 開発単元の貢献度  

開発単元が，これらの問題点の解決に役立っているかという問いに対し，YES という回答を得

た率は８８．９％である。ワークシートが示されたこと，授業の流れが分かり授業イメージがつかみや

すいこと，実際に実践を通したものであること，板書や資料の例示があることが評価されていた。 
 

D 内容面の問題」について 

  ア 普及が進まない理由 

「情報の科学的な理解」「情報社会に参画する態度」の「教育内容そのものがバーチャルなも

のである」「実体験の活動が組みにくい」「内容的に難しいため学習意欲を高めにくい」というよう

な，「難しい」という先入観があるということが多く指摘された。 
  イ 開発単元の貢献度 

開発単元が，これらの問題点の解決に役立っているかという問いに対し，YES という回答を得

た率は８３．３％である。単 元 プランにより，体 験 的 活 動 が組 めることが分 かった。音 や映 像 などの

実物をこのようにすれば使えることが分かった。身近な題材 を使えることが分かった。というように，

体験的な学習のイメージがつかめたことが評価されていた。 
 

E 行政の問題」について 

ア 普及が進まない理由 

「この分野に関する研修があまり行われていない」という指摘がされた。 
   イ 開発単元の貢献度 

開 発 単 元 が，これらの問 題 点 の解 決 に役 立 っているかという問 いに対 し，YES という回 答 を

得た率は７５％である。この単元プランをそのまま研修に使うことができるという点，紙上で研修が

できるという点が評価されていた。 
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② カテゴリー別の効用  
   これらの評価を集計した結果【グラフ１】のようになった。 
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       【グラフ１】 普及上の問題点の各カテゴリーにおける開発単元による効用  
 

【グラフ１】から，「C 実践事例の問題」「D 内容面の問題」「E 行政の問題」で効用が高く，解決

に役 立 っていることが分 かる。アンケート結 果 をまとめると，具 体 的 には，以 下 の点 で評 価 されたと

言える。 
○ 「情報の科学的な理解」「情報社会に参画する態度」の授業イメージ・不足している実践の 

  授業イメージをもつことができる。                     
○ 発達段階の見通しをもつことができる。 
○ 時間の見通しをもつことができる。 
○ ワークシート・板書・資料の例示により，即実践ができる。 
○ 体験的な学習のイメージをもつことができる。 
○ 研修に使うことができる。 

 
   また，【グラフ１】から「A 指 導 者の意 識の問題」「B 実際の運用 面の問 題」において解決すべき

点 がまだまだ存 在 していることも分 かる。その方 向 性 としては，次 の２点 を補 う方 向 で改 善 の余 地

があることもアンケート結果より示唆された。 
○ 「情報の科学的な理解」「情報社会に参画する態度」育成の必要性の意識の更なる向上  
○ 実際の教育年間カリキュラム上での時間確保（教育課程上への位置づけ） 

 

(個 ) 
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［２］ 子どもたちの理解や態度の変容について 
   実 際 にこの単 元 を実 践 した方 へのアンケートによると，子 どもたちの理 解 の深 まりと態 度 の変 容

について，以下のような事柄が報告されている。 
ア 理解の深まりについて  

・意図的に構成されている情報の存在への気付き 
・TV アニメ等のキャラクターのイメージが，自分たちが持つ「年齢と外観」に対するイメージにステ

レオタイプな影響を与えていることへの気付き 
・自分たちが得ている情報は現実世界のごく一部分なんだという認識  
・同じ写真でも背景などの他の要素が違うと読み取り方が違うことへの気付き 
・同じ画像や動画から，人によって主観的に異なった読み取りをしていることへの気付き 
・情報を無自覚に受け入れてしまうことの怖さへの気付き 
・電子メールや web には，モラルに反するものも存在することの気付き 

 
 イ 態度の変容について 

・テレビ（主に CM）や雑誌の情報を分析的に見ようとする力がついてきた。 
・ひとつの出 来 事 （事 件 ）の情 報 を他 種 類 の新 聞 やテレビのニュースなど多 方 面 から集 めようと

する力がついてきた。 
・作られたイメージにとらわれずその人の内面を多面的に見て判断しようとする力がついてきた。 
・ちらしやＣＭなどいろいろなメディアから，そこに含まれている情報を細かく読み取る力がついて

きた。 
・映像から多くの情報を収集する力がついてきた。                            
・映像からいろいろな情報を得ようとするようになった。 
・ひとつの事 件に関して、級 友 同 士 がどんな情 報を得たか意 見 交 換する際、自 分 の情 報だけに

頼らず、知らない情報にも素直に耳を傾けるようになった。 
・インターネットの記 事 などについては鵜 呑 みにしないで，誇 張 や偏 見 が含 まれていないかを確

かめようとするようになった。 
・著作権等を気にするようになった。 

   
アから，「情 報 の科 学 的 な理 解 」の指 導 内 容 をバランスよく体 験 できるような授 業 を編 成 すること

により，情報そのものの特性が理解されつつあることが分かる。 
また，イから「情報社会 に参画する態度」の指 導内 容をバランスよく行 うことにより，日常 生活の中

で下記のような態度の変容が見られつつあることが分かった。 
○  情報を自分で判断しようとしたり，判断する材料を集めようとしたりというように，情報に対し受

動的な態度から，能動的な態度へ 

○   情報を鵜呑みにする態度から情報を主体的に読み解く態度へ 

○ 影響を考えずに発信する態度から責任ある発信をする態度へ  

  これらの態度の変容は，私たちが目指していた積極的に情報社会に参画しようとする創造

的な態度であり，「望ましい情報社会の創造」に必要な態度であるといえる。  

しかし，一方で「気にするようになった」「得ようとするようになった」「確かめようとするようになった」
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「力がついてきた」の語尾 から分かるように，上記のような態度の変容が見られつつも，「態度の変 容

が見 られた」と言 い切 る段 階 にまではないといえる。目 標 とする態 度 変 容 にまで結 びつけるために，

今 後 の情 報 教 育 の授 業 編 成 においては，これらの開 発 単 元 を単 発 で行 うのではなく，単 元 を組 み

合わせ系統性をもって取り組んでいくことが重要であると考える。 
 

Ⅴ 今後の課題  
   本 研 究 の成 果 は冊 子 として西 遠 地 区 （西 遠 総 合 教 育 センターの管 轄 地 ：静 岡 県 天 竜 川 以 西 ）

の各学校に配布することにした。また開設した web には毎日１００件近いアクセスがあり，たくさんの

方に活用して頂いている。 
私たちの研究はまだまだ緒に就いたばかりであるが，素材 の開発については一定の成果を修め

たと考えている。今 後とも「情報の科学 的な理 解」「情 報社 会に参 画する態度」の本質 的な意 味を

バランス良く反映させた望ましい授業の開発を継続していきたい。 

研 究 会 の総 括 としては，以 下 の３点 について，特 に改 良 を重 ねていくことが話 し合 われているこ

とを併せて報告する。 
● 「情報の科学的な理解」「情報社会に参画する態度」育成の必要性の意識の更なる向上  
● 実際の教育年間カリキュラムでの時間確保（教育課程上への位置づけ） 
● 情報教育の授業編成における開発単元の系統性の明確化  
 

■ 研究協力者  
今村ゆかり 
廣野幸恵  
今井忍  
藤原淳史  
根木久美子  
市川眞弓  
岡本光世  
工藤幸徳  

浜松市教育委員会指導課 指導主事  
浜松市立湖東中学校 教諭  
浜松市立曳馬小学校 教諭  
引佐郡細江町立中川小学校 教諭  
浜松市立曳馬小学校 教諭  
浜松市立芳川北小学校 教諭  
浜松市立曳馬小学校 教諭  
引佐郡引佐町立南部中学校 教諭  

■ 実施場所 

開発単元検討会：西遠総合教育センター 

開発単元実践場所：メンバーの所属校  

■ 参考資料 

 ○ 水越敏行編，2000，「メディア・リテラシーを育てる」，明治図書  

 ○ トロント市教育委員会，1998，「メディア・リテラシー授業入門」，学事出版 

 ○ 藤川大祐編，2000，「メディア・リテラシー教育の実践事例集」，学事出版 

 ○ 由井はるみ編，2002，「国語科でできるメディア・リテラシー学習」，明治図書 

 ○ 国立教育政策研究所，2003，「メディア・リテラシーの総合的研究」   

○ 菅谷明子，2000，「メディア・リテラシー」，岩波新書 

 ○ 小中陽太郎，2001，「メディア・リテラシーの現場から」風媒社 

 ○ 放送番組向上協議会，2002，「これからのテレビ・中学生とともに考える」 

 ○ コンピュータ教育開発センター，2001，「情報モラル指導事例集」 
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【表１】開発単元一覧表 
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【表２】「情報の科学的な理解」「情報社会に参画する態度」の実践がなかなか普及しにくい理由，

指導内容に偏りが見られる理由と開発単元の効用 

情報教育がなかなか普及しない理由 開発単元は解決に役立っているか 

カテゴリー 項番 理由 具体的な対応策 

ａ１ 必要性を感じない・知らない  

 ・教師の中でも意識がうすいから 

・情報社会に対する認識不足からくる必要感の不足 

・教師の意識が低い 

・どんなことを指導していくのか具体的に必要性がわかっ

ていない 

・教師の認識不足 

・「情報の科学的な理解」「情報社会に参画する態度」を

育成する教育とは，具体的にどんなものかということが理

解されていない，意識が低い 

・教師が教材開発をするだけの必要感を感じていない 

・教師の意識がまだそこまでいってない 

・情報は直接的に自分自身に関わってくるものと認識され

ていない（流されやすい，感じにくい，自然と入ってきて

しまう身体的苦痛を伴わない…必要感が迫ってこない） 

・情報そのものの理解までは必要ないと考えている 

・情報教育＝特殊なもの，日常的でないものという認識が

強く，２項目の指導の必要性を感じていない 

・情報の理解・態度についても，不足する部分についても

指導する必要感をあまり感じていない 

・そもそも「情報の科学的な理解」とか「情報社会に参加

する態度」とかよくわからないし，それを普及する教育の

推進が行われていることも知らないから 

・教員の認識不足 

・他に必要なことがありこの能力の育成への緊迫感がない

・Ｙ：実践事例の紹介は多少なりとも意識が高まるからよいと思う

・Ｎ：今回の冊子では，研修計画は掲載されていない（私の改善策

が論外だったのかもしれませんが） 

・Ｙ：授業で活用できそうだった 

・Ｙ：つけたい力と指導内容が明らかに示されている 

 

・Ｙ：教師自身が興味をもって授業の準備ができそうであるから 

・Ｙ：「情報の科学的な理解」「情報社会に参画する態度」を育成

する教育とはどんなものなのかつかむことができる 

 

・Ｎ：教師が必要感を感じることがこの冊子が活用されるための最

大の課題だと思います。すみやかに普及させるならば専科的な教員

の位置付けが必要 

・Ｎ： 

・Ｙ：開発単元一覧表で【情報の科学的な理解】「情報社会に参画

する態度」の必要性を感じた。 

・Ｎ： 

・Ｎ： 

 

・Ｎ： 

 

・Ｙ： 

・Ｙ： 

・Ｙ： 

ａ２ 情報教育＝コンピュータの認識が強いから  

 ・パソコンなど機器の急速な導入により，まず使うことに

目が奪われているから（現代は使えるが当たり前とされ，

技能面が優先視されているから） 

・「情報活用＝高度な機器操作」という誤解，認識不足 

・コンピュータの機械操作にふり回されてしまいがち 

・小学校の発達段階から機器操作に重点がおかれがち 

・情報教育＝コンピュータの認識が強いから（複数） 

・Ｎ：現代の社会の流れから考えると技能面を軽視するのは難しい。

・Ｙ：開発単元一覧表に，ある程度の段階が明示されている 

・Ｙ：授業のイメージがわき，今後役に立たせたい 

・Ｙ： 

・Ｎ： 

・Ｙ： 

・Ｙ： 

ａ３ どのような実践をすればいいかわからない  

 ・どのような実践をすればよいのか分からないため実践し

ていない 

・どのように指導していけばよいか教師側の意識が低い 

・取り組もうと思っても，どのように進めたらよいか分か

らないのではないか 

・具体的な内容が思い浮かばない 

・科学的な理解や参画する態度の育成の必要性は感じつつ

もその進め方や展開の仕方がよくわからないため 

・授業の進め方が分からない 

・何をどう行っていってよいのかがわからない 

・Ｙ：参考になった 

 

・Ｙ：実践のイメージがわいた 

・Ｙ：学年発達に即して事例がていねいに紹介されている 

 

・Ｙ：大変分かりやすい。ワークシートも参考になる 

・Ｙ：進め方や展開の仕方がわかった 

 

・Ｙ：ワークシートまであり，概要がつかむことができたから 

・Ｙ： 

ａ４ 指導者に知識がない  

 ・教師自身が言葉の意味理解ができていない 

・教師の情報教育に対する知識が少なく，不足の部分も分

からない。 

・教員自身が「情報の科学的な理解」「情報社会に参画す

る態度」を育成する教育を受けたことがない 

・教師が教材開発をするだけの知識がない 

・指導者の知識不足のため 

・必要性を強く感じていないのではないか 

・「情報の科学的な理解」や「情報社会に参画する態度」

の意味が理解されていない 

・指導者が指導内容を十分理解していない 

・教える教師の知識・経験不足 

・Ｙ：ワークシートがありがたい 

・Ｙ：実践例があるのが分かりやすい 

・Ｎ：教員自身が「良さ」を実感できなければ人のまねをするのが

せいいっぱいだと思います。「良さ」を知る人を一人でも育成でき

ればその研修は成功だと思います。教育で一番大切なのはすぐれた

教員の育成です 

・Ｙ：知識や体験を補うことができる 

・Ｙ：実践を通して，どんなものかが少し理解できたから 

・Ｎ： 

・Ｎ： 

・Ｙ： 

・Ｙ： 

ａ５ 指導者に体験がない  

 ・情報について早く入手できるメリットだけで利用（信用）

してしまっている部分がある。教師として自分自身がいろ

いろな方法で情報を集めようとする努力が足りない 

・指導者に体験がない（必要性は分かっているが） 

・Ｎ：自分自身のことなので… 

 

 

・Ｙ： 

ａ６ 指導者に情報活用能力がない  

 ・情報過多社会の中にあって教員自身が情報を上手に整理

しきれない 

・Ｎ： 

Ａ 指導者の意識

の問題 

ａ７ 目標が分からない  
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 ・具体的なねらいが分からない ・Ｙ：具体的な目標が記されていたから 

ａ８ 考え方が難しい  

 ・考え方が難しいと思った ・Ｙ：授業の流れとワークシートがあり授業のイメージがつかめる

と思う 

ａ９ 発達段階がわからない  

 ・どの実践をどの段階（発達段階）ですれば効果的がわか

らない 

・発達段階に即した教材やその扱い方が知られていないの

ではないか 

・Ｙ：実践した資料がくわしくあり，自分でもこれを参考に実践す

ることができる。どの学年でどのような実践をするとどのような表

れがあったかわかり大変参考になった 

・Ｙ：学年発達に即して事例がていねいに紹介されている 

ａ10 教科学習を重視してしまう  

 

 ・「情報」の授業をする時間が確保されているにもかかわ

らずどうしても教科授業がふくらんでしまい，情報の時間

数を食ってしまうため 

・情報教育により国語や算数の方が大切で情報教育は二の

次，三の次である，と一般に思われている 

・Ｎ： 

 

 

 

・Ｎ： 

ｂ１ 行う時間枠がない  

 ・小中学校に「情報」について専門に学習する教科がない

・教科におけるゆとりのなさ（授業時間不足） 

 

・教科のなかのゆとりがない 

 

・授業，学校行事等におわれる１年間の授業の中にこのよ

うな授業を組み込むのが難しい 

・教科の内容が多すぎて時間的ゆとりがない 

・いつどこで指導するのかという時間の確保が不明確 

・学校の授業で教える教科，分野は何なのかわからない 

・Ｎ：各学年の学習内容，目標がわからない 

・Ｎ：中学の実態ではこれ以上時間を確保することは不可能と思わ

れるから 

・Ｙ：「わたしたちの比喩表現」は国語科の授業と完全に対応して

いる 

・Ｙ：準備や授業にたくさんの時間を費やすようなイメージがあっ

たが時数が明示されていて１，２時間くらいあればできそうな実践

があるから 

・Ｙ：小学校なら十分教科の中に組み込めると思われる点がよい 

・Ｙ： 

ｂ２ 教育課程に位置づけられていないから  

 ・年間指導計画の中にもきちんと位置づけされていない 

・教育課程に位置づけられていないから 

・教科としての位置づけがないため 

・特活など指導要領に位置づけがはっきりとない 

・Ｎ：指事計画，年間計画がない 

・Ｎ： 

・Ｎ： 

・Ｎ： 

ｂ３ カリキュラムがない  

 ・年間カリキュラム 

・教育現場が対応していくために何をどう教えていくかに

ついて，カリキュラムが作られていない 

・Ｎ： 

・Ｎ： 

ｂ４ 教科学習とかかわらせた展開が不明確  

 ・教科学習とかかわらせた展開の必要性 

・教科とのつながり→一般には知られていない 

・Ｎ：教育計画の中に入っていないと取り組みがうすくなる 

・Ｙ： 

ｂ５ 学校としての取り組みに差がある  

Ｂ 実際の運用面

の問題 

 ・学校によって取り組みに差があります。前任校では特に

取り上げられていないことでしたが本校に赴任していろい

ろ勉強する機会が増えた 

・Ｙ： 

ｃ１ 教材開発の負担が大きい・題材をみつけるのが  

 ・その時その時の題材を見つけるのが難しいと思った 

・やりたい気持ちはあっても，すべてが０に近い部分から

作っていかざるを得ず教材開発の負担が大きい 

・Ｙ：ワークシートがあり，授業イメージがつかみやすい。 

・Ｙ： 

・Ｙ：実際に実践を通した，板書や資料の例示があるのがよい。 

ｃ２ 資料の準備が大変  

 ・資料がない 

・わかりやすい資料を準備するのは大変 

・「情報の科学的理解」や「情報社会に参画する態度」が

わかる資料 

・Ｙ：具体的な資料がある 

・Ｎ：学校に例示のようなものを準備するゆとりがないので，実物

がほしい。 

・Ｙ： 

ｃ３ 実践例が少ない  

Ｃ 実践事例の問

題 

 ・実践例の不足からくる実践に対する不安 

 

・実践例が少ない 

・Ｙ：開発単元一覧表にのっている例が，全ての実践例として挙が

っているワケではないが，ある程度方向性を感じるから 

・Ｙ： 

ｄ１ 実践的活動でない  

 ・実践的な活動ではないので定着しにくい 

 

・子供の実感をともなう実践が乏しい（難しい） 

・Ｙ：教科書の内容のような“動かない知識”ではなく，身近な題

材を使っているところが評価できる 

・Ｙ：教師自身の興味がわきそうな内容である。 

ｄ２ 難しい  

 ・コンピュータ（パソコン）は難しいという先入観がある

 

・学習意欲が高まりにくい（難しい内容なので） 

・Ｙ：一口に情報教育といってもメディアを取り上げたり，表現の

ためにパソコンを活用したり，様々な活動ができることが分かった

・Ｙ：番組とはいえないが実物（音や映像）を使っている点がよい

ｄ３ 学習意欲が高まりにくい  

Ｄ 内容面の問題 

 ・生徒にとっては手足を動かして学ぶことではないので学

習意欲が高まりにくい 

・Ｎ：フィールドワークがやはり必要だと思われるから 

ｅ１ 教員研修の不足  Ｅ 行政の問題 

 ・教員の研修の場の不足 

・２つの内容を教育するだけの研修が進んでいない（教え

方がわかっていない） 

・情報担当の研修機会の不足 

・指導者の研修不足，認識不足 

・Ｙ：紙上で研修できたように内容がよく理解できた 

・Ｎ：実施教科・領域がわからない 

 

・Ｙ：情報担当者の研修資料となる 

・Ｙ：考え方や実践例が具体的で参考になる 




